
主　　　催： 公益財団法人 日本測量調査技術協会

技術委員会
地理空間計測・活用技術セミナー2018 in 金沢実行委員会

後　　　援： 国土交通省国土地理院

一般社団法人建設コンサルタンツ協会北陸支部

一般社団法人全国測量設計業協会連合会

参加申込： 事前登録制 　締切11月25日1　（開催日会場での受付可）

ホームページ[セミナー]：http://www.sokugikyo.or.jp

　プログラム

午前の部

9:50-9:55 ガイダンス 公益財団法人日本測量調査技術協会　空中計測・マッピング部会長

畠    周平　（アジア航測株式会社）

9:55-10:00 主催者挨拶 公益財団法人日本測量調査技術協会

専務理事 斉藤 和也
10:00-11:00 ◆　技術セミナー　１　（各種レーザ計測データの標準化）

1 10:00 - 10:20 公益財団法人日本測量調査技術協会　空中計測・マッピング部会　レーザWG

松本 誠司　（朝日航洋株式会社）

2 10:20 - 10:40 公益財団法人日本測量調査技術協会　空中計測・マッピング部会　レーザWG

外山 康彦　（中日本航空株式会社）

3 10:40 - 11:00 公益財団法人日本測量調査技術協会　空中計測・マッピング部会　ドローンWG長

小林 雅弘　（アジア航測株式会社）

11:00-12:00 ◆　技術セミナー　２　（位置情報・空間情報の利活用事例）

4 11:00 - 11:20 公益財団法人日本測量調査技術協会　位置情報・応用計測部会長

横井 伸之　（朝日航洋株式会社）

5 11:20 - 11:40 公益財団法人日本測量調査技術協会　国土管理・コンサル部会　UAV技術WG長

小林    浩　（朝日航洋株式会社）
6 11:40 - 12:00 中日本航空株式会社

磯谷 和也　（第40回測量調査技術発表会　特別優秀発表賞）

午後の部

13:00-13:40 ◆　技術セミナー　3　（3D点群データ応用解析）

7 13:00 - 13:20 株式会社国土開発センター

徳田 義孝
8 13:20 - 13:40 福井コンピュータ株式会社

野坂 大介
13:40-14:50 ◆　基調講演

9 13:40 - 14:50

竹内    章

15:00-17:00 ◆　地域活性化ワークショップ

10 15:00 - 16:00

福島 健一郎

11 16:00 - 17:00

鹿田 正昭
17:00-17:05 閉会挨拶 公益財団法人日本測量調査技術協会　北陸地区

※プログラムは変更になる場合がございます。 

201811©ｆｎ

株式会社北日本ジオグラフィ 代表取締役社長　磯野 秀和

富山大学名誉教授
一般社団法人立山黒部ジオパーク協会　代表理事

一般社団法人コード・フォー・カナザワ 代表理事
アイパブリッシング株式会社 代表取締役

金沢工業大学　副学長
　　　　　　　ライブラリーセンター館長

２０１８年１１月２９日（木）

　　　　　　　　　 Geomatics & Applied Technology Seminar  2018  in KANAZAWA

　　　　　　地理空間計測・活用技術セミナー 2018 in 金沢

（12:00 - 13:00　休憩　Lunch　break）

総ひのき造りの木橋架け替えに伴う点群データの活用事例

（石川県金沢市高岡町15番1号）

９：５０　-　１７：０５

参加料（税込）一般3,000円、測技協会員2,000円、学生1,000円

参加者に測量CPD、設計CPDのポイントの取得申請に使用できる参加証明書を交付します。
※設計CPD認定プログラムのポイントは建設系CPD協議会のCPD制度との連携が行われていま
す。

公益財団法人日本測量調査技術協会   〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-40-11看山ビル9F
TEL:03-3362-6840　 Email:toiawase@sokugikyo.or.jp

（14:50 - 15:00　休憩　Tea　break）

航空レーザ測量データポータルサイトの
　　　　　　　　　リニューアルと整備状況

 午前の部：9：50-12：00（2P）　午後の部：13：00-17:05（4P）

金沢市文化ホール　大会議室

　当日集金・テキスト代含（※午前のみ、午後のみでも参加料は変わりません）

深海の測量調査とメタンハイドレート

（特別講演1）
シビックテックコミュニティによる
　　　　　　　　　ジオデータ利活用の可能性

UAV搭載型レーザスキャナを用いた
　　　　　　　　公共測量マニュアル活用への取り組み

ALB標準化に向けて　～測深精度・利活用の現状～

CLAS全国実証実験の状況報告 

2018年災害における空間情報による被災状況把握

富士山登山道の高精度３D地形計測

普段使いの3D点群

（特別講演2）
PBLとCDIOに基づいたこれからの技術者教育
～K.I.T.（金沢工業大学）空間情報プロジェクトでの実践～

地理空間情報社会を取りまく最新の計測技術は、AI、Iot、Robotics、BIM/CIM等への対応に代

表されるように、より高度なステージへの移行と周辺技術との連携とが急速に求められています。

また引き続きi-Constructionへの適正な導入と確実な成果による生産性向上が求められているとこ

ろです。そのような中、3D計測データの利活用は、一層の重要性を増しつつあり、今回、本セミ

ナーを通してこれらの最新技術を紹介する場を設定することとしました。

今回は、古都金沢での開催にちなみ、地理空間計測技術の歴史遺産・文化財・都市計画・観光

事業等への適用や、街おこし・地域活性化等への取り組みに関連する話題も提供する予定です。

ツイッターアカウント

@SKG_Events
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認定プログラム

６ポイント
申込みは

こちらから！


